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日 本 ボ ス ト ン 会 会 報

発 行 所  日本 ボ ス ト ン会 事 務 局

明治末か ら第 2次世界大戦を挟んで終戦直後まで

の約 40年間にボス トン地区で学んだ日本人学生の

記録を調べている。平成 18年春に日本ボス トン会

のインターネ ットのホームページに名簿を載せた。

それをご覧頂いて自分の名前が出ているとか祖父の

名前を見たがと言 って連絡 して下さった方がある。

この場を借 りてご協力に感謝申し上げたい。又筆者

が同名異人を混同 していたなどの間違いをご指摘い

ただいたことがある。 ご迷惑をおかけしたのだが、

激励のお言葉を返 していただいて恐縮 している。

これ らのほかインターネ ットや新刊本などか ら新

たな発見も多数あったので、平成 19年 12月 にホ

ームページの記事を更新 した。この記事には 600
余人の日本人関係者が出て くる。留学生、客員教授、

短期的な日本か らの訪問者のほかに、学生を支援さ

れた在留邦人の方々である。その内の約 4分の 3の

方々について、何 らかの情報が得 られた。

また 200人 弱のアメリカ人が出て くる。大学関

係者と親 国家であるが 日本人より調べるのが難 しく、

その内の約半数の方々しか情報が得 られていない。

それでも日米関係の一つの側面が見えるような気が

している。

連絡をいただいたのは明治 と大正時代の留学生の

お孫さん、帰国後の職場の関係者、昭和初期の留学

生のご子息、終戦直後に留学されたご本人などであ

る。

ボス トン日本人学生会の創設に尽力された初代会

長の望月松太郎氏のお孫さんか らは松太郎氏のご著

書を頂いた。学友に日本銀行創設者の縁者が居たと

いうので調べた ら第 2代会長の新井米男氏のことだ

った。新井氏は松方正義の孫にあたり、ライシャワ

ー夫人のハルさんの母方の伯父である。なお新井氏

は米国生まれの二世であり、コネチカット州に現存

する生家はアメリカの史跡になっている。

第 3代会長の鈴木謙吉氏が帰国後に教鞭をとられ

た長崎の如水女学校 (現在の如水女子大学)か ら写

真をたくさん送 っていただいた。その写真に留学生

のために講演を したIerbert George Welchが 写 って

彰

ている。 この方は朝鮮 (当 時)でキリス ト教の布教

活動をしたが、その前はオハイオ州にある Ohio

Tesleyan Universityの 学長だった。如水女子大学

の創設者 (ア メ リカ人)が 同校の卒業生であり、鈴

木氏 もハーバー ド大学で学ぶ前にこの学校で学んで

いた。

大正半ばに山本五十六 と留学時期が重なる竹内孝

一郎氏のお孫さんか らも貴重な写真を送 っていただ

いた。留学中の山本五十六、森村勇と竹内氏の写真

(大正 8年 )、 ワシントン軍縮会議の直前に訪問 し

た国会議員団とボス トン日本協会の昼食会 (モ ース

博士出席、大正 10年 )の写真やMITの テーラー

教授の三井会館での歓迎会 (三井高修、国琢磨が同

席、大正 13年 )の写真などである。

昭和になってか らでは、高松宮様が新婚旅行でボ

ス トンを訪問されたときの晩餐会 (昭和 6年 )の写

真を同席された作曲家 。大澤寿人氏のご子息か ら送

っていただいた。大澤氏はボス トン交響楽団を指揮

した最初の日本人である。氏の作品が最近になって

再評価されて演奏会で取 り上げられるようになった

のは喜ば しい限りである。

お父様が大正時代にハ ーバー ド大学に留学され、

現地で生まれ育 った藤代素子さんは、この記録集を

御厳父が現地 (ケ ンブリッジ)に残されていた遺品

の中か ら発見された方だが、戦前 と戦後の多数の写

真を送 って下さった。そして大澤氏や氏の留学仲間

である経済学者の都留重人氏、国際的な庭園学者の

下村重丸氏のことを懐か しく思い出したと言 って喜

んで くださり、調査の励みになった。

またMITで 航空機を研究され 日米交換船で帰国

された上條勉氏のご遺族か ら遺稿集を頂戴 した。こ

の本に上記のテーラー教授に教わったことが書かれ

ている。

このようにホームページのお陰で調査が進むとと

もに関係者との交流が生まれ、そ して調査の幅が広

がってきた。とはいえ調査は道半ばの感はぬ ぐえな

い。 この機会にホームページの記事をご覧いただき、

お気づきのことをご教示いただければ幸いである。
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日本 ボ ス トン会 観 桜 会 歴 史 を 飲 も
合 同 開

う会 ・ 美 術 の 会
の 案 内

恒例の日本ボストン会の花見会を下記要領で開催

します。

去年に懲りて、今年は散り桜狙いです。知人お誘

いの上ご参加ください。お待ちしています。

申込み締切りは 3月 29日 にします。

開催日 : 2008年 4月 5日 (土)午後 5:30～
集合場所 :千鳥が淵、ボート乗り場付近、三井アー

バンマンション前。

(地下鉄「九段下」駅下車、 2番出回

から徒歩 10分)。

散策ルート:千鳥が淵→靖国神社→武道館付近の自

由散策。

懇親会 :  ホテルグランドパレス内

レストラン「カ トレア」 (個室バイキング)

午後 6130～ 8:30
電話 03-3264-1111
千代田区飯田橋 1-1-1

宴会費用 (予定):7000円 /′ 一人

会費は事前納入を原則とします。

費用振込先

申込先 :  幹事 生田英機

ゴ ル フ の 会 報 告 案 内

6月 14日 (土曜日)午前 10時集合

JR鎌倉駅西日改札口付近

鎌倉大谷記念美術館 (駅西口徒歩10分 )

特別展「東西の水辺の情景―清方からデ

ュフィまで一」

大人 800円

リス トランテ・アマルフィイ (伊)

七里ガ浜駅下車 5分

太陽と海と潮風が運ぶ南イタリアの薫り

3000円程度 (飲料別)

極楽寺、成就院 (江ノ電極楽寺駅下車)

アジサイが見ごろ

鎌倉駅 午後 4時半頃

日時 :

場所 :

美術館 :

入館料

ランチ

訪間社寺

解散 :

申込先 酒井 一郎

篠崎 史郎

チ の 会

12月 2日七沢森林公園内で、嘗間夫人、酒井夫

人、藤盛夫人と西川が絵筆を取って山道の紅葉を描

きました。絵手紙風に納める人、コンテで印象を残

す人、水彩で描き治める人、または油彩でイメージ

付けする人と、それぞれの画風で心を集中できまし

た。もちろん茶菓子を味わい、会話が飛び交う楽し

いひと時でした。皆様、われを忘れる至福のときを

求めて集いにご参加下さい。 (西川 文夫記)

ス ケ ッ

3.参加費 :4000円 (賞品代、懇親会に充当)
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ス22チの会

4幹事連絡先 : 山崎 恒

東丹沢ハイキング グループ

秋季コンペは、 10月 19日 (金)12名が参加

して、川崎国際生田緑地ゴルフ場で行われました。

午後から雨と言う当日朝の天気予報でしたが、幸い

全員がプレーし終えるまで、雨は降りませんでした。

昨年は、二度とも大雨で、結局秋季コンペはキャン

セルになったのでしたが、今年は二度とも天候に恵

まれました。営間夫人がネット70と いう好成績で

優勝されました。

懇親会の席上、今後の運営について話し合い、こ

のコースのロケーションが良いので、当面ここで続

けて開催することがよいという事になりました。

春季ゴルフ懇親会は下記の通り開催予定です。

1.日 時 :2008年 4月 25日 (金)9157 第 1組スタート

2.場所 :川崎国際生田緑地ゴルフ場
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紅 葉 狩 り (12月 2期躍) 山 の 会 (12月 2日 )

2007年度の紅葉狩りはハイキングの会 6山の会

に便乗することにしました。ハイキングの会の営間さ

んが事前調査を担当されたことで安心と考えました。

集合時間はハイキングの会より遅くし、神奈川県立

七沢森林講演でのんびり散歩、最後はハイキングの会

に合流して「しし鍋」堪能とすっかりお任せムードで

実行しました。

ところが七沢森林公園の散歩道はかなリハードな尾

根道。参加者にはすっかりご迷惑をおかけしました。

2008年はもう一度東京都内の公園での紅葉狩りを

考えます。小石川後楽園は如何でしょうか l

Φ塵墨紀明記)

七 沢 温 泉 と 猪 鍋

12月 2日 の東丹沢ハイキングに家内と2人で参加

しました。概要は俣野さんの紀行文 (別項)通りです。

温泉好きの私たちは先頭グループで行程を終え、七

沢温泉の「盛楽園」という旅館で立ち寄り、入浴を楽

しみました。とてもいいお湯で、入浴後、家内と待ち

合わせた食堂・玄関のあたりも風情があり、もう少し

ゆっくりしたいなあと感 じました。

その後 15分程歩いて「おかめ」に到着。「猪鍋」

美味しかった。少し甘めの味口曾味。肉は臭みは無く、

煮えても硬くならず。私ども夫婦の体日のキャッチフ

レーズ「お酒 。温泉・ 旨いもの」に加え、素晴らしい

景色を楽しめ、そして何より楽しい仲間。

このような催 しを企画 。実行してくれた幹事の皆様

にお礼を申し上げます。 (鶴 正登言己)

麓から見上げると鐘を伏せたような鐘ガ嶽に晩秋

の日当たりのなか登ってきました。同行の士は 6名、

和気あいあいの楽しい山登りでした。丹沢山系の前

衛として東端に位置し、標高は561イルながら頂上

に浅間神社をまつり、地元の信仰の山として崇めら

れている山です。

登山道 (参拝道)はよく整備され、丁目毎に寄進

の供養塔が建てられ、ペース配分に恰好の目印でし

た。紅葉の木漏れ日を浴びながらの山道は、 18丁

目で視界が開け、相模湾が眺望でき、28丁目から

の最後の急石段 (367段 )を快調に登り、頂上の

浅間神社にお参りで完登となりました。

とこう記しますと順調のようですが、快調に歩を

運んだのは元気な夫妻だけで、日頃の鍛練の足りな

い後続 4名は、半時間後に到着した次第でした。

今年はイチョウの色づきが良く、神社の裏手を黄

色に染め、頂上付近の紅葉の色づきも鮮やかでした。

降りは、途中、鎖り場もある急な坂道でしたが、

南東の斜面でもあり、紅葉を楽しみながらの快適な

下山でした。林道におり、民家の庭の、どうだんツ

ツジの鮮やかな赤、高く伸びたテイオー・グリア等

を見ながら、猪鍋会場に向かいました。

山登りで汗をかき、そのご褒美として丹沢名物の

“猪鍋"を堪能した次第でした。以上同行は山崎夫

妻、土居夫妻、幸野、営間でした。

(富間秀雄記)

山の会

土森 井西幸 酒 藤 山 関 営
居  口川野 井 盛 崎
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2007 Holiday Greetings

Fro:rn Bos t on
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We send our l{,'armest holiday wishes to all of you, together with greetings for the Year of
the Mouse - 20081

Peter and Susan Grilli
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フェノロサ、 ビゲロウと三井寺法明院 (Ⅱ )

山口 静一

【4】 発端はブラキポッド

日本とボス トンとの交流の発端はプラキポッドと

いう海洋生物だったと言うと奇異に感ずる人が多い

ことでしょう。訳して腕足類と呼ばれるこの生物は

二枚員に似ており、殻の間からニューつと腕が伸び

て三味線のような形に見えますので、日本ではシャ

ミセン貝とかホウズキ員と呼ばれますが、実は貝類

ではなく、触手動物の仲間とされます。

このプラキポッドは太古から形態的変化がほとん

どないことで知られ、進化論学者エ ドワード・シル

ヴェスター。モースは強い関心をもって研究してお

りました。 1874年アメリカ西海岸で採集してい

たとき、日本の沿岸には多種類のプラキポッドが棲

息するという耳よりな情報を得てモースは日本行き

を決心します。決して裕福とは言えないモースでし

たが、幸い 1875年に出版した動物学の教科書が

好評で版を重ねたために経済的余裕もでき、 187
7年 5月 セイラムの自宅に妻子を残し3ヵ 月の予定

で出立、サンフランシスコから20日 ほどの航海の

のち 6月 17日、横浜に来着 しました。

動物学者モースの来日をおkyO Timesの 予告記事

で知り、期待に胸を膨らませて待構えていたのが、

東京大学法理文学部の教授外山正一 (と おやままさかず)

(1848-1900)で した。この大学はその年 4月 に当時

一ツ橋にあった東京開成学校と本郷の東京医学校と

が合併して出来た明治日本の最高学府です。ミシガ

ン大学出身の外山正一は在学中モースの講演を聞い

たことがあり、アメリカでの名声や講義の面白さ、

それに人柄の良さもよく知っていたようで、欠員だ

った理学部動物学の教官にはこの人を措いて他には

無いという確信をもっていました。

コーネル大学出身の植物学教授谷田部良吉(1851-

1899)と、文部省学監デービッド・マレーの賛同を

得て外山は、初めて東京に来たモースを新橋駅に出

迎え、竹橋にあった文部省に同行して、 9月 から新

学期を迎える理学部教授への就任を要請したのです。

【5】 モースの東京大学教授就任とフェノロサ推薦

デービッド・マレー(1830-1905)は 明治 6年ラト

ガース大学から文部省に招聘された教育学者。教育

制度の整備に尽力し大臣なみの待遇を受けていた有

力者です。 3ヵ 月後の予定も詰まっていたモースで

したが、外山、マレー、そして大学当局の熱心な説

得を断ることはできませんでした。大学は江ノ島に

ブラキポッドなどを採取のための実験所を設置し、

またモースの見っけた大森貝塚発掘への全面的支援

を約束、本堀助口賀屋敷 (現本郷キャンパス)の外国

人教師館への入居も決まります。モースは39歳に

なっていました。

東京大学との契約は、同年 9月 より2年間理学部

動物学生理学教授、月俸 350円。但 し11月 より

6ヵ 月翌 1878年 4月 まで図書・教材・標本類購

入のため米国出張、その間理学部物理学、文学部政

治学の専任教授を斡旋するという内容でした。月俸

350円 は法理文学部外国人教師の最高額で、東京

大学の熱意のほどが分かります。因みに明治 10年

は白米が 1円で 26キ ロ買えた時代でした。米国出

張はもちろん予定の仕事の整理と家族を呼び寄せる

ための準備を考慮に容れてのことと思われます。

理系のモースにとってオハイオ大学の物理学教授

トーマス・メンデンホールを推薦するのは容易でし

たが、政治学は知り合いがおりません。そこでハー

ヴァード大学のチャールス 。W。 エリオット総長を

介して探しますが、結局同大学美術史教授チャール

ス 。E。 ノートンの推薦するアーネスト・ F。 フェ

ノロサに決まりました。 ハーバー ド大学 で哲学を

4年間、大学院で美術史を 2年間専攻した青年で、

学部で専攻したハーバート・スペンサーの哲学が政

治経済の進化論的発展を含む社会学や、心理学、生

物学を取り込んだ総合哲学であったため、新生日本

の大学における政治学講義にはあながちミスキャス

トではないと考えられたのでしょう。

【6】 フェノロサの生い立ち

フェノロサはスペイン移民の子として 1853年
セイラムで生まれています。父マニュエルはスペイ

ン南端マラガに寄港した米国フリゲート艦に友人の

エミリオと共に軍楽隊の一員として乗組んだ音楽家

でした。セーラムに落ち着いた二人のスペイン人は

この地で裕福なパ トロンを得、市内やボストンのコ

ンサートに出演したり上流家庭の子女にピアノやバ

イオリンを教えたりして漸く安定 した生活ができる

ようになります。マニュエルに呼び寄せられた妹の

イソベルがエ ミリオと結婚すると、両親もマラガか

らやってきますが、カトリックからプロテスタント

に改宗した子供たちに絶望して程なく帰国したとい

うことです。やがてマニュエルも、ピアノの愛弟子
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『フェノロサ、ビゲロウと三井寺法明院』 (づき

だったセーラムの名門シルスビー家の娘メアリーと

結婚、翌年アーネストが生まれエピスコパ リアン・

チャーチで洗礼を受けます。その翌年、のちに音楽

家になる弟ウイリアムが生まれました。一家は閑静

な住宅地チェスナッツ・ストリートに転居。その 5

番館で幼い兄弟は、父のバイオリンを母がピアノで

伴奏するのを聴きながら育ったと、フェノロサは回

想しています。この建物は現住者アンダソン家が「

フェノロサの家」のサインボードを壁に貼って保存

しています。

幸せな日々はしかし長続きしませんでした。アー

ネスト13歳のとき母病死、 3年後父再婚。シルス

ビー家の援助で ハーバー ド大学 に入学した兄弟は、

在学中大学の学生寮で生活、アーネストは前述のよ

うに哲学を専攻して 1874年 6月 卒業、ファイ・

ベータ・カッパの会員になっていますので優秀な成

績であったことが分かります。移民の子なるが故に

就職の道を閉ざされたフェノロサは大学院に進学し

ますが、 2年後大学院を終了しても就職できません。

しばらく大学内のユニテリアン神学校に通ったとい

う記録があります。スペンサーの社会進化論とキリ

スト教との関係について関心があったのかもしれま

せんが、就職に結びつくものではありませんでした。

高校時代から憧れていた初恋の女性リジーとの交際

も、彼女の両親から差し止められる始末です。

玄

智

院

明

徹

諦

信

居

士

着
|

【7】 フェノロサ来日の経緯

南北戦争が終わって 10年経った当時のアメリカ

では、漸く経済も復興に向かい、文化の象徴として

各地に美術館が開設され、公立学校で図画が正課に

組み入れられていました。フェノロサはノートンに

学んだ美術史の知識を生かし、時代の要求する美術

教育家ないし美術評論家として身を立てる決意を固

め、開設早々のボストン美術館に付設された絵画学

校に入学して美術解剖学や実技を学び始めました。

と言っても特に目途があってのことではありません。

リジーの両親の危惧はまさに的中していました。鬱

々たる日々を送るフェノロサに、ある日とんでもな

い事件が起こりました。

父マニュエルの自殺です。再婚して 3人の息子を

儲け、市内に楽器店を経営していながら1878年
1月 、突然セイラムの海に謎の投身自殺を遂げたの

です。キリスト教社会では自殺は道徳的罪悪として

指弾される行為でした。

この絶望的状況からフェノロサを救ったのがモー

スからの朗報でした。フェノロサに会ったモースが

まず話題としたのは高額なサラリーのことでした。

半額を貯金しても「貴公子のような」生活ができる

こと、契約は2年だが更新が可能なこと、フェノロ

サの風貌は学生を魅了するであろう、帰国後も著作

と講演によって生計を立てる道が開けるであろうと

保証します。鎖国の扉を開いて間もない新興国日本

で、近代化の熱意に燃える学生たちに西欧思想を伝

えることは、それまでの勉強を最大限に生かせる仕

事に思えました。フェノロサは再び進路を転換しま

す。

同年 4月 になって東京大学から招聘の通知が届き

ます。教授の地位と莫大な俸給の明記された契約確

認書はフェノロサを狂喜させました。月俸 300円
は当時のレートで 280ドル。 25歳の青年には考

えられない程の高給でした。

フェノロサは何度か諦めかけていたリジーに自信

をもって結婚を申し込み、 6月 12日 セーラムの教

会で結婚、 7月 20日新婚旅行を兼ねた形でサンフ

ランシスコから日本に向かいました。乗船したCity

of Pcking号の一等船客名簿に PЮfessOr E.F.

FeЮllosa and wifeと 署名しています。

8月 9日横浜着。 10日東京大学にて契約書にサ

イン。 9月 から文学部の政治学(blitical Philos―

Ophy)のほか理財学(P01itical Econo呼 )と哲学

(ΠistOry of Philosophy)に 加えて、大学予備門の

経済学初歩まで担当することを快諾。講義は順調に

開始されます。 11月 、予備門経済学担当の前任者

江木高遠に依頼され、江木学校主催の市民講座を引

き受けますが、主題は「宗教沿革論」という、痛烈

なキリスト教批判でした。 (つづく)

(埼玉大学名誉教授、前名古屋ボス トン美術館長)
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美術の会

フ ェ ル メ ー ル

Jan Vermeer (1632-75)

日本で初めて、フェルメールの作品 “牛乳を注ぐ

女"(1659～ 61年頃)が、昨年国立新美術館 (9/26

～12/17)にて展覧され、まだ記憶に新しい。

フェルメールと言えば、1990年 3月 18日 ボスト

ンのIsabella Cardner Muscumに て、彼の作品 “合

奏"(1662年 )①、レンプラントの “ガラリアの海

の嵐"、 そしてその他の数作品が盗まれたのを思い

出す。ボストン在住の折り幾度となく足を運び、フ

ェルメールの “合奏"の前を通り過ぎることはなか

った。

静寂さの中、描かれていない窓から入る穏やかな

光が二人の少女に当たり、そしてまるで天使の様な

歌声が聞こえて来る様だった。フェルメールの作品

によく見られる白と黒の幾何学模様の床がモダンで

あった。この絵画は今何処に ?

1658年～59年のフェルメール描く “手紙を読む女"

②も同様に窓から入る光が女性の横顔の表情を捉え

ている。絨毯が卓上に置かれるのは、オランダ特有

の習慣の様である。赤の色彩濃い作品であるが、後

にフェルメール特有の黄色と青のハーモニーに変わ

っていく。

ルーブル美術館の “レース編をする女"(1664年
)

③はうららかな日差 しを浴びて、手仕事に励む女性

に画家の暖かいまなざしが感じられる。動きのある

赤い糸が画面を引き締めている。

フェルメールの大作 “絵画芸術の寓意"(1664年

一ウイーン美術史博物館)④は、ギリシャ神話の中

の一人、歴史の女神Clioを描いている。右手に管弦

楽器、左手に黄色の分厚い歴史の本を持ち、頭上に

は不滅を表す月桂冠をつけている。その彼女に窓か

らの陽光が降り注いでいる。後方に描かれた大きな

地図は、現在のオランダとベルギーである。デッサ

ン帳と並んで萌黄色の大きな仮面が見えるが、それ

は “模倣"を意味する絵画芸術のシンボルである。

右手に描かれた人物は16世紀のコスチュウムに身

を包んだフェルメール自身と言われるが定かではな

い。

アムステル国立美術館のフェルメール描く “恋文'

(1667年頃)⑤はほほえむメイ ドより渡された手紙

に驚いたような表情を見せる女主人、何だか映画の

ワンシーンを見るようである。

鮮やかな赤、青、黄色、緑がお互いに響きあって、

見る人の目を惹きつける。

レンブラント (1606～ 69年)の神秘性、熱情、崇

高な光と異なリフェルメールの光は、窓から照らす

自然の光である。よく見られる日常生活を営む人達

を描いているが、まるで古代のスタチュウの様に高

貴さを讃えていると思えませんか?

17世紀後半、オランダ絵画の黄金時代を生きた

フェルメール、 43歳の死をもって幕を開じる。

(酒井 典子)
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音 楽 の 会 報 告

音楽の会は費用と場所の問題で暫く不活発ですが、

今年の秋頃からホームコンサートの形で定期的に音

楽会を開催する計画です。今春にはボストン・ポッ

プスが日本公演を行う計画がありましたが、中止に

なりました。来年には実現するかもしれません。

(幹事 関 直彦)

“レース編をする女"(1664年 )③

“絵画芸術の寓意"(1664年)④

東 丹 沢

12月 2日 (日 )新宿、午前 8時 31分発の小田

急線 。小田原行きの急行に乗車、元厚木には午前 9

時 30分に到着した。当日は好天気に恵まれ、ハイ

キング組 11人、スケッチ組 4人が駅前に集合した。

東丹沢七沢温泉郷の終点、広沢寺温泉行きのバス

に乗車して午前 10時に出発、途中車窓から東丹沢

山麓の紅葉を眺めながら進んだ。里の紅葉が鮮やか

であったが、七沢リハビリ病院の脇の銀杏の黄色に

染まった景色が印象に残った。

我々は「七沢温泉入口」にて下車、上り勾配の道

を歩くことになった。途中、無人の野菜即売所に置

かれた拳大のゆずや野菜を眺め、「森のかけはし」

の下を通って県立七沢森林公園まで約 15分歩き、

10時 45分に到着した。

管理事務所 (*)の脇には「森の民話館」があり、

クラフト教室で木工を楽しむことが出来、 4月 から

10月 の日曜日には楽焼教室、第 3日 曜日には民話

の語リライプが準備されている。(*8046-247-9870)

ここで、午後零時半に再び会うことを確認してス

ケッチ組 4人と別れ、来た道を戻り、「森のかけは

し」の脇に上がる道を登り、「ンャクナゲ園」から

「おおやま広場」、「ピクニック広場」を抜け、

「尾根の散歩道」を登った。

途中、木々の間から横浜のランドマーク・ タワー

が見えたり、東京港のレインボウ。ブリッジや新宿

・霞が関の高層ビル街が望めた。「 もみじ展望台」

から東京方面を良く眺めることが出来た。我々が日

頃、東京から西の空の下に眺めている丹沢の山並み

から、逆に東京を見ることが出来たとご想像下さい。

約 1時間で「とうげの広場 (巡礼峠)」 に到達、

ここからは下りの「沢のさんぽ道」を経て公園事務

所を目指したが、急坂があり足元に注意して歩いた。

我々しんがり組は少し遅れて零時 45分に事務所

前に到着したが、健脚組は温泉を目指 して出発した

あとで、他のグループの到着を待つことにした。

零時 55分、登山組 6人が元気に到着、スケッチ

組は見当たらなかったが、和風料理「おかめ」を目

指して来た道を下り、朝のバス停から近い「おかめ」

迄歩いた。途中で、スケッチ組がついて来ているこ

とを確認し、予定した午後 1時半には全員が揃い、

期待していた「しし鍋」を賞味し、念願の料理を満

喫した。午後 3時に現地で解散、バスで元厚木に戻

り、午後 4時過ぎの急行に乗車、午後 5時に新宿に

到着、師走の一日を楽しんだ。 (俣野善彦記)

⊂ 「おかめ」0税6-248-5511)

ハ イ キ ン グ

“恋文'(1667年頃)⑤
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ボ ス ト ン と 私 思 い 出 の ボ ス ト ン

長 島 雅 則 木 村 義 尚

今から30年以上も前の 1974年初夏に、初め

てボストンの地を踏んだ。MITで学ぶためである。

そして 1976年 10月 に英国に移るまでボストン

近郊、即ちケンブリッジで生活した。因みに英国の

移住先はケンブリッジ市であったので、ケンブリッ

ジMAか らケンブリッジUKへ移ったということに

なる。MITの友人のうちに“Real Cambridge is

much nicer"と 言った者もいたが、やはり、それは

正直当たっていると今も思う。

その 2年間MITでの生活は、私の人生を変える

ことになった。日本で建築を勉強していた私は、C

AD(COmputer Aided Design)、 つまリコンピュー

タを使って設計をすることに興味を持ち始め、MI
Tに行くことを決心したのであった。MI′「 に着い

‐
で′ゝるとSch001 0f Architecture and Planning `D

なかのDepartment of Architecture‐ iζFは、 C AIDに

関わる活動らしきものが見当たらず、さてどうした

ものかと考えてしまった。

少し日が経ち回りが見えてくると、幸いにArchi―

tecure Lchine Group(AMG、 ‐後のMedia
Lab)な るものの存在がわかったのである。今と

異なり、インターネット等で、事前に詳細な情報が

入手できず、MITな らばコンピュータが勉強でき

ると思い込んでいたという単純過ぎる考えであった

ということになる。

とにかく、そのAMGを率いるニコラス・ネグロ

ポンテ教授に、論文のスーパーバイズをお願いし,

このグループに移籍し念願のCADの勉強ができた。

AMGでは、論文の種になるプロジェクトのために、

毎日夜中や明け方までコンピュータの前にいたのを

思い出す。無事、コースを終了し、その後 4カ 月間、

助手として働かせてもらった。

それから、教授の力添えもあり、英国で実用CA
Dシ ステムの開発に 5年間従事することができ、日

本で販売するために1981年に帰国した。そのC

ADシステムは、世界で売られ始め米国でも評判を

獲得した。因みに、公共事業では全米一といわれた

ボストン市のビッグ・ディグのプロジェクトの中心

のCADソステムとして採用され、その後、現在に

至るまで使われて来た。これは、私として誇れる事

実です。

私は佐々木浩二様からご紹介をいただき、前回の

総会で入会、皆様と楽 しいひと時を過ごすことがで

きました。ありがとうございました。

私が生命科学の勉強のため渡米したのは、今から

47年前の 1961年、 1ドルが 365円の時代で

した。神戸からアメリカの客船、プレジデント・ ク

リープランド号に乗船、船賃はエコノミー・ クラス

で305ドルでした。約 2週間かけてハワイ経由で

サンフランシスコ湾に入り、ゴールデンゲート・ ブ

リッジが見えてきた時、大変な感動を覚えました。

オハイオ州シンシナティの大学院でガン細胞の免

疫療法に関する研究を行い博士号を取得後、 196
5年にマサチューセッツエ科大学 (MIT)か ら研

究職を得てボストンに移りました。MITでは酵素

作用を研究、そしてハーバード大医学部に移り高血

圧症を研究しました。

その間、当地で結婚 し長男も生まれました。当時

MIT、 ハーバードには日本の大学、企業から多く

の方が留学しておられその家族のために、大学教授

のご夫人たちがリクリエーション、英会話などをア

レンジしてくださり、家内も参加しました。

ボストンでは中西部とは違ったリベラル的な風土

での生活を体験できました。当時の社会情勢は、公

民権運動、ベ トナム戦争に反対する平和主義運動が

盛んで、市民暴動も各地で起こりました。

ボストン日本人会の集まりに参加、春には花 。緑

に彩られた美しいボス トンコモンの散策、夏にはチ

ャールスリバー沿いの公園で行われたボストン。ポ

ップスの夕べ、秋の紅葉の見事さ、冬の雪景色、等

など四季を通じてボス トン生活を大いにエンジョイ

しました。

1968年末に帰国後、外資系医薬品企業に勤務、

15年前から英国のスミス・ネフュー社で、身体の

損傷組織、たとえば、皮膚のやけど、膝の関節痛を

細胞移植で修復 。再生する、いわゆる万能細胞を用

いる再生医療の分野で仕事をしています。

ボストンは、私の人生にとって一番の思い出の場

所として、深く心に刻みこまれています。このたび

日本ボストン会に入会し、思い出も新たに会員の皆

様がたといろいろ語り合い、会の活動に参加できる

ことを楽しみにしています。よろしくお願いいたし

ます。
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吉 野 屋 の古 川 義 子 さん 逝 く

吉 野 耕 一 ・ 静 子

■
，

■

■

古川義子さんが1月 19日土曜日午後亡くなられ

ました。車中で背中の痛みを訴えた直後身体が硬直

し、救急車でMGHへ運ばれましたが到着前後に亡

くなられました。腹部動脈の破裂のようでした。

1月 24日木曜日正午からCambridgeのおunt

Auburn墓地の教会で追悼式が行われました。短時間

の通知にも関わらず沢山のお花と130名位の参会

者が義子さんと最後のお別れをしました。参加者が

次々と義子さんの想い出を述べられ、最後に全員で

「ふるさと」を合唱して式を終わりました。

1961年秋Cambridgeの Central Squareに 日本

食料品店吉野屋を開店させ、以後在ボストンの日本

人の支えとなってきました。特に在ボストン総領事

館が出来る前は私設領事のように不慣れな日本から

の方々のお世話をされました。アメリカ人と結婚さ

れて不慣れな環境の中で苦労され、日本語、文化と

長い間閉ざされた生活を送って来られた方々の息抜

きの場となりました。

吉野屋は順調に発展し、有名なボストン沖で獲れ

る本鮪の日本への輸出に成功されました。在ボスト

ン日本人にとっては鮪の値段の高騰と跳ね返りまし

たが、日本での高級ボス トン鮪の進出となりました。

その後、日本料理店「将軍」等チェーン店を開かれ

ましたが、後に店の運営を巡って義子さんの足かせ

になりました。

ボストン日本人会の中に婦人部の発足に努力され、

1年間の準備期間の後、 1992年に正式に発足し

現在に至っています。発足直後アメリカ人と結婚さ

れ、高齢になった方々のために婦人部の中に「いこ

いの場」を作り、吉野屋内に部屋を提供され、毎月

親睦の会を開いていました。「いこいの場」は現在

まで続き, 日本ボス トン会のお花見に参加する日本

訪間の旅行にも参加されました。婦人部の活躍は 1

999年総領事から表彰され、後に2004年の古

川義子への外務大臣賞となりました。

残念なことに店の経営を任せた支配人に次々と裏

切られて多額の借金を抱えることになりました。吉

野屋以外の店、食堂を手放すことでの生き残り策も

裏切られ、住宅も含めて全てを失われました。数人

の友人 (日本人以外)の応援で再起を企画していた

矢先に永遠の旅人になってしまわれました。

合掌。

―
在りし日の古川義子さん

古川義子追悼会

12:00～ 12:30: 義子さんとのお別れ

12:45～ 14:00: 義子さんの想い出

(司会) 吉野 耕一

堀内 実、  初代日本人会会長

吉野 静子、 日本人会婦人部

岩佐 仁子、 婦人部いこいの場

鈴木 庸一、 総領事

松浦 央倫、 吉野屋

久保田康夫、 日本人会会長

SIADI JAl′ LAD、  ブ:こノヽ、

青柳 哲、  友人

14:15～ 全員で合唱  お別れの歌「ふるさと」

Sumi Scottと ハーモニカグループ

14:25～ 黙蒔、解散

第 60回幹事会記録

日時 :2008年 1月 25日 (金)午後 6時30分～ 9時

場所 :新宿サミットクラブ、 14名出席

*事務局報告 :新会員加入 (木村義尚氏)。

*鶴会長 :次々期会長候補、フェロウテック山村章社長

が次回幹事会に出席の予定。

*ボストン地区日本人留学生会記録 :

HPの更改と今後の方針 (別項参照)

*ボストン、古川義子さん葬儀(1/19)の 報告 :

幹事会に諮り当会からお香典 300ドル、茂木さ

んから200ドル届けた。 (別項参照)

*お花見の会 :4月 5日 (土)(別項参照)。

*ゴルフの会 :4月 25日 (金)(別項参照)。

*美術の会・歴史を飲もう会 :6月 14日 (別項)

*総会・懇親会 :11月 14日 (金)開催予定。

*紅葉狩り :11月 下旬、小石川後楽園 (予定)

*ホームベージ:「ボストンヘようこそ」改訂版を掲載する

*次回幹事会 :2008年 6月 16日 (月 )を予定。

・野
群
ξ
ｌ
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日本ボス トン会2007年度総会報告

日時:2007年 11月 22日 (本)午後 6時半～ 9時

場所:NEC三 田ハウス芝クラブ

議事:会長挨拶、新会員紹介、会計報告、活動報告

出席者:32名
参加者紹介 :

井上恵美子、木村義尚、長島雅則、滝沢典之、

相山豊、山口静一。

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

日本ボストン会の総会は近藤宣之副会長の司会で

開会いたしました。

まず、鶴正登会長からbstOn kdsOxへ の松坂・

岡島選手の加入が実現されたことで、ボストンと日

本の距離が一気に近くなり、来春はMLBのbston

kdsoxの 開幕試合が東京で開催されることもあり、

皆で応援に行きたいとのご挨拶をいただきました。

乾杯は佐々木浩二顧間に発声をお願いし、懇親の

場に移りました。

暫し食事を取りながらの懇談のあと、茂木賢二郎

顧間から、来年は美術の会が茂木本家美術館を訪問

したいとのお話を受けているので、現在閉館中であ

るが、整備が整った折りにお迎えしたいとのご挨拶

をいただきました。

井回武夫顧間からは、ボストン総領事館開設時の

思い出話のご披露があり、最近の会報で紹介された

フェノラサ・ ビゲロウを巡る報告、日本人留学生の

記録の追加報告を高く評価するご挨拶をいただき、

この後、議事に入りました。

*会計 :山崎規矩子幹事より第15年度(2006年 9月

～2007年 8月 )の決算報告を受け、出席者のご承

認をいただきました。

収入   1,395,799円 (含前年度繰越金)

支出   -462,483｀円

残高    933,316円 (次年度繰越金)

特別会計  584,900円 (含むガイドブック在庫分)

資産総額 1,518,216円

*美術会一大津旅行の報告、ハイキングの会、スケッ

チの会、紅葉狩りの会、ゴルフの会、事務局報告、

ボストンの近況報告、会報次号制作報告、音楽の会、

「ボストンようこそ」配付報告を伺いました。

*山口静一先生 (埼玉大学名誉教授)か らもフェノロ

サ 。ビゲロウの小講話を伺いまた。

*酒巻則子さんの歌唱指導で、全員で「もみじ」、

「見上げてごらん夜の星を」を歌い、和やかな懇

親の夕べを楽 しみました。

*最後は恒例の藤盛紀明副会長のご発声で、 3本締

めの拍手で閉会いたしました。

フ ァ ミ リーオ フ ィ ス の 開 設

相 山 豊

2006年から日本ボストン会に参加させて頂い

ております相山と申します。ハーバードに 2度目の

留学の時 (2002年 )に、アメリカが進んでいる

といわれる金融について実地で学びました。 (顧客

重視と言う点では)ア メリカの金融サービスは日本

とは比べもにならないものでしたが、問題はなぜそ

うなったかです。

アメリカでは、個人富裕層に対して様々なサービ

スを行う独立系のFP(フ ァイナンシャルプランナ

ー)と いう職業が、既に2000年には最も人気の

ある職業になっていました。この人々の台頭のおか

げで金融機関も刺激を受け、顧客重視に変わったと

いうのです。私はこれは日本にも応用出来ると直感

し、帰国後に経団連を退職し、「永田町ファミリー

オフィス」という会社を2003年 ノ月に開設しま

した。

この「ファミリーオフィス」とは何かですが、ア

メリカの トップのFPが行っている業態で、個人富

裕層のあらゆるニーズ (資産管理のみならず、医療、

法務、税務、子弟の教育や結婚まで)を「お客様の

立場から」ワンストップで解決する事務所なのです。

これだけ多様なニーズを一人で対応できないので、

国内有数の弁護士、税理士、医者、教育ア ドバイザ

ーなどと提携しています。

欧米ではこの「ファミリーオフィス」が数千あり

ますが、日本にはまだあまりありません。ただ、日

本にも戦前には財間中心にファミリーオフィスに相

当するものが、番頭や執事という形であったようで

す。

このファミリーオフィスが日本でも広まれば、富

裕層ビジネスに力を入れ始めた日本の金融界も刺激

を受け、顧客の立場からビジネスを考えるように変

わってくるでしょう。私は、ファミリーオフィスを

日本に広めることが、日本の金融界を顧客寄りに変

える「 トリガー」になると考え、昨年 7月 にNPO
「日本ファミリーオフィス協会」をつくりました。

最近、弊社や当協会がTVを初めいろいろなメデ

ィアで紹介され始めておりますが、日本ボストン会

の皆様にもこのファミリーオフィスの意義をご理解

いただき、その普及にご協力の程、お願い申し上げ

ます。
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